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ご寄付のお願い 地球環境基金への寄付を通して、環境NGO・NPO活動をご支援ください。

第22回ばらサミット in いわみざわ
ここでも地球環境基金への募金が…

３５号は「環境保全活動に取り組
むシニアの方々」を特集しました。
緑豊かな地球をより健全な状態
で次世代に継承するために、国
内外で環境保全活動が行われて
います。環境に取り組むシニアの
方々の豊かな経験と環境への思
いをお伝えできれば幸いです。

編 集 後 記

バラを「市町村の花」として制定したり、バラが広く住民に愛好されている地方自治体が、年に１回開催して
いる「ばら制定都市会議（ばらサミット）」。第22回は北海道岩見沢市のいわみざわ公園で７月11～12日に
開催されましたが、この会場に地球環境基金の募金箱が設置されました。

環境再生保全機構は、国の出資金と民間からの寄付金により「地球環境基金」を設け、その運用益と国からの運営費交付金により、
国内外の民間団体（NGO・NPO）が行う環境保全活動に資金の助成等を行っています。

地
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等

国内民間団体による開発途上地域の
環境保全のための活動

海外民間団体による開発途上地域の
環境保全のための活動

国内民間団体による国内の
環境保全のための活動

民間の環境保全活動の振興に必要な
調査研究、情報の提供、研修

出資
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地球環境基金
約141億円
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諮問 助言

運営費交付金

イベント情報
地球環境基金は、本年も
代々木公園で開催され
た「エコライフフェア
2013」に出展し、多く
の方々からエコアイディ
アをいただきました。秋
は日比谷公園で開催さ
れるグローバルフェスタ
に出展する予定です。

地球環境基金創設20周年！
地球環境基金が創設されて2013年５月に20周
年を迎えました。基金創設20年を記念したシン
ポジウムを11月29日（金）
に東京国際フォーラムで開
催する予定です。また、これ
までの基金事業を総括し成
果や実績等を取りまとめた
「20周年誌」や「ＤＶＤ」を
現在制作しています。

地 球 環 境 基 金
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特集
環境保全活動に
取り組むシニア世代

蘇
っ
た
源
兵
衛
川
に
、水
の
散
歩
道
。

水
に
親
し
む
暮
ら
し
を
次
世
代
に
残
す
。

募金箱が設置されたのは、いわみざわ公園の「レストハウス・ハマナ
スの丘」内にあるショップ「工房こぶし・いこい」の店頭。11日は
100個、12日は80個のいちご大福が用意され、地球環境基金に募
金をされた方に数量限定でプレゼントされました。

募金された方にいちご大福をプレゼント

当日プレゼントされたいちご大福は市内のカワダ製菓がつくったも
ので、中に入っているイチゴは雪氷熱利用システムで栽培された
“雪ん娘”が使われています。道内有数の豪雪地帯である岩見沢市
は雪氷熱利用に積極的に取り組んでおり、品質の高い夏イチゴの
栽培にもその技術が活かされています。おいしくて、しかも環境に
やさしいハウスで育ったイチゴのお菓子は、募金のお礼にぴったり
のプレゼントになりました。

雪氷熱利用システムで栽培されたイチゴを使用

岩見沢

2013.06.2
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 Culture Heritage

Mt. Fuji

金融機関からの寄付

ゆうちょ銀行
口座名義：地球環境基金
口座番号：00190-0-664214

お近くの郵便局または
金融機関からの振り込み

不要になったCD、DVD、ゲーム
ソフトを集めてブックオフへ。

VISA、Masterカードを
お持ちの方はオンラインで。

宅配便買取にエコ募金を組み合わ
せたエコとリサイクルをお手伝い。

全国のファミリーマートに設置
されているFamiポートから。
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シニアとは何歳以上のことなのでしょう？　明確な定義はありませんが、
50～60代以降とするのが一般的なようです。少子高齢化が進む日本では、
社会経験が豊富で確かな知識や技術を身につけたこの世代の活躍が期待
されています。もちろん、それは環境分野でも同じ。本号では、環境保全活動
の担い手として活躍するシニア世代と、まだ活動していない人をどのように
巻き込んでいくか等について特集します。

Contents特集
環境保全活動に
取り組むシニア世代

お天気から考える温暖化。
シニアこそ環境負荷の少ない生き方を！　

天気予報の精度が飛躍的に向上したことで、かつては救うことのできなかった命が助かるようになりました。
その一方で、異常気象が原因と見られる災害が各地に大きな被害をもたらしています。

身近なお天気と地球温暖化との関係、そして温暖化のリスクを回避するために
私たちができることについて、気象予報士の森田正光さんにお話を伺いました。

Interview

　

天
気
予
報
は
そ
の
昔
、「
観
天
望
気
」と
言
っ

て
、
例
え
ば
漁
師
さ
ん
が
「
あ
の
山
に
雲
が

か
か
っ
た
か
ら
明
日
は
風
が
強
い
」
と
言
っ

た
よ
う
に
、
自
然
現
象
を
見
て
天
気
を
予
想

す
る
時
代
が
長
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
こ
れ
を
、

「
俚
諺
（
り
げ
ん
＝
こ
と
わ
ざ
）
時
代
」
と
言

い
ま
す
。ク
リ
ミ
ア
戦
争
中
の
１
８
５
４
年
、

黒
海
で
最
新
鋭
の
軍
艦
が
嵐
で
沈
没
。
そ
の

原
因
を
調
査
し
た
パ
リ
天
文
台
長
の
ル
ベ
リ

エ
は
、
嵐
が
地
中
海
か
ら
黒
海
に
移
動
し
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
契

機
に
、
近
代
的
な
気
象
学
が
発
展
し
て
い

き
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
明
治
ま
で
が
俚
諺
時
代
で
、

明
治
に
な
り
近
代
的
な
気
象
学
が
入
っ
て
き

て
、
と
に
か
く
観
測
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
６
月
１
日
は
気
象
記
念
日
で

す
が
、
こ
れ
は
１
８
７
５
（
明
治
８
）
年
、

東
京
に
日
本
初
の
気
象
台
が
設
置
さ
れ
、
気

象
観
測
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
記
念
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
以
降
、
世
界
中
か
ら
観
測
デ
ー
タ

を
集
め
て
天
気
図
に
し
、
予
報
す
る
と
い
う

「
総
観
気
象
の
時
代
」
に
入
り
ま
す
。

　

こ
の
時
代
が
長
く
続
き
ま
す
が
、１
９
６
０

年
代
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
天
気
予
報

に
実
用
化
の
目
処
が
立
っ
て
き
ま
し
た
。
70

年
代
に
入
る
と
気
象
庁
に
数
値
予
報
課
が
で

き
、77
年
に
気
象
衛
星
ひ
ま
わ
り
が
上
が
り
、

80
年
前
後
に
は
ア
メ
ダ
ス
や
気
象
レ
ー
ダ
ー

も
整
備
。集
め
た
デ
ー
タ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

で
計
算
し
て
予
報
す
る「
数
値
予
報
の
時
代
」

に
入
り
ま
す
。
以
降
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
性
能
向
上
と
と
も
に
も
の
す
ご
い
勢
い

で
発
展
し
、
予
報
の
精
度
が
格
段
に
上
が

り
ま
し
た
。
私
は
総
観
時
代
に
教
育
を
受

け
た
の
で
、
こ
う
い
う
天
気
図
の
場
合
は

こ
う
な
る
と
い
っ
た
こ
と
を
叩
き
込
ま
れ

正
確
な
予
報
で
、気
象
災
害
か
ら
人
命
を
守
る
。

ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
知
識
は
、
こ
と

予
報
に
関
し
て
言
え
ば
、
い
ら
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
ね
。70
年
代
く
ら
い
ま
で
は
、

台
風
で
漁
船
が
転
覆
し
て
何
十
人
と
い
う
方

が
亡
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
い
ま
の
漁
師

さ
ん
た
ち
は
天
気
予
報
を
非
常
に
上
手
に
利

用
し
て
お
り
、
遭
難
事
故
は
激
減
し
て
い
ま

す
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
数
値
予
報
の
果

た
し
た
役
割
は
大
き
い
と
言
え
ま
す
。

　

93
年
に
気
象
予
報
士
制
度
が
発
足
（
95
年

予
報
業
務
の
自
由
化
）。
こ
の
制
度
も
数
値

予
報
と
関
係
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
予
報
で
当
た
る
の
な
ら
、
そ

の
デ
ー
タ
の
読
み
方
の
分
か
る
人
に
気
象
予

報
士
と
い
う
資
格
を
与
え
ま
し
ょ
う
と
。
豊

富
な
経
験
な
ん
て
い
ら
な
い
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
予
報
を
そ
の
ま
ま
出
せ
ば
い
い
。
も

ち
ろ
ん
、
確
か
な
根
拠
が
あ
れ
ば
、
気
象
庁

と
違
う
予
報
を
出
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
ま

た
、
予
報
は
「
雨
」
だ
け
れ
ど
、
こ
う
い
う

状
況
に
な
っ
た
ら
降
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い

と
、
外
れ
る
可
能
性
も
含
め
、
予
報
を
修
正

し
て
い
く
の
も
気
象
予
報
士
の
仕
事
で
す
。

　

私
の
敬
愛
す
る
倉
嶋 

厚
先
生
い
わ
く
、

予
報
官
に
は
地
下
室
派
と
屋
上
派
が
い
る

と
。
地
下
室
派
と
い
う
の
は
、
窓
の
な
い
地

下
室
で
、
外
を
見
ず
に
数
値
デ
ー
タ
だ
け
で

巻頭インタビュー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2

森田正光さん
お天気キャスター、気象予報士
オピニオン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6
シニア世代が最前線で活躍するために
渡辺豊博さん
特定非営利活動法人グラウンドワーク三島 専務理事・事務局長

活動レポート・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8
活動のカタチは様々、シニア世代の取組み

Partner's Talk／助成団体レポート・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10
特定非営利活動法人野外教育学修センター魚沼伝習館

NGO・NPOサポートプログラム紹介・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12
研修講座の活用

地球環境基金のサポーター・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14
地球環境基金をご支援くださった方々

【表紙写真】
静岡県三島市
「源兵衛川」
家庭からの生活排水やゴミ等で
一度は汚れてしまった源兵衛川。
しかし、多くの市民による地道な
環境保全活動により、現在は「水
の都・三島」の清流のシンボルと
なっています。環境省の「平成の
名水百選」や農林水産省の「疎水
百選」にも選定されています。表紙写真：NPO法人グラウンドワーク三島提供

特
集

３
つ
の
時
代
か
ら
な
る
予
報
の
歴
史

数
値
予
報
で
飛
躍
的
に
進
化

環境保全活動に
取り組むシニア世代

予
報
と
観
測
は
別
の
業
務

観
測
に
は
人
の
目
が
必
要

※



森田さんが企画した演劇公演の収益金で建てられた
スリランカ・ヒッカドゥアの幼稚園（スマトラ島沖地震の被災者支援）
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講演会やトークイベントで、気象や防災を分かりやすく解説する森田さん

森田正光さんの
主な活動

植物は急激な温度変化についていけない。 私は断然、地下室派！

■サイエンスショー＆出前授業
森田さんが代表を務める株式会社ウ

ェザーマップでは、最も身近な科学の

1つである「気象」をテーマに実験や

クイズを交えたサイエンスショーや、

お天気キャスターが都内の小学校に

出向いて行う出前授業（NTTドコモ協

賛）を実施している。この出前授業は、

2011年6～11月、東日本大震災の被

災地である福島県相馬市、岩手県釜

石市、宮城県仙台市の小中学校11校

でも行われた。

■「津波防災の日」ライブイベント
11年6月、津波対策推進法で11月5

日が「津波防災の日」に決まった。この

日をPRするために、森田さんが各局

のお天気キャスターや気象予報士に

呼びかけてイベントを開催。2回目の

12年11月5日のイベントでは、「稲村

の火」の紙芝居や被災地レポート等を

通して、災害から身を守ることについ

て語り合った。収益金は日本赤十字社

に寄付。

■生態系を保全する取組み
森田さんは、理事を務める日本生態系

協会で手つかずの自然林を残す活動

に取り組んでおり、「人が一切立ち入

らず、誰も何もしない領域を残すこと

が最高の贅沢」と語る。

・公益財団法人日本生態系協会

http://www.ecosys.or.jp

・国連生物多様性の10年日本委員会

「地球いきもの応援団」

http://undb.jp/committee/team/

cheering/

予
報
す
る
タ
イ
プ
。
屋
上
派
は
、
や
っ
ぱ
り

大
気
の
状
態
を
見
な
け
れ
ば
と
、
屋
上
に
出

て
予
報
す
る
タ
イ
プ
。
私
は
予
報
に
つ
い
て

は
地
下
室
派
と
決
め
て
い
ま
す
。
と
い
う
の

も
、
人
間
は
「
晴
れ
」
と
予
報
を
し
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
外
へ
出
て
ど
ん
よ
り
と
し
た
雲

が
出
て
い
る
の
を
見
る
と
、
そ
の
瞬
間
に
バ

イ
ア
ス
が
か
か
り
、「
曇
り
」
と
い
う
予
報

に
変
更
し
て
し
ま
い
が
ち
だ
か
ら
で
す
。

　

で
は
、
空
を
ま
っ
た
く
見
な
く
て
い
い
か

と
言
う
と
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
予
報

と
は
ま
っ
た
く
別
の
業
務
、
観
測
が
必
要
だ

か
ら
で
す
。
国
内
で
は
２
カ
所
を
除
き
測
候

所
が
無
人
化
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ

れ
は
非
常
に
残
念
で
す
。
空
を
見
て
、
ど
の

高
さ
に
ど
ん
な
種
類
の
雲
が
出
て
い
て
、
そ

れ
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
か
は
、
人

間
の
目
で
し
か
観
測
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

今
外
を
見
る
と
普
通
の
曇
り
で
す
が
、
こ
の

雲
は
高
層
雲
で
厚
さ
が
３
０
０
０
メ
ー
ト
ル

ぐ
ら
い
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
は
、
機
械
で
は

測
定
で
き
ま
せ
ん
。
デ
ー
タ
で
予
報
す
る
か

ら
こ
そ
、
そ
の
元
と
な
る
観
測
が
大
事
。
今

観
測
技
術
は
ど
ん
ど
ん
失
わ
れ
て
お
り
、
ま

た
天
気
図
を
描
く
必
要
が
な
い
の
で
、
天
気

図
を
上
手
に
描
け
る
人
も
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

最
近
、
異
常
気
象
と
い
う
言
葉
が
よ
く
使

わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
決
ま
り
が
あ
っ
て

「
30
年
に
１
、
２
回
の
頻
度
で
起
こ
る
現
象
」

の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
現
在
、
異
常
気
象
は

20
〜
30
年
前
に
比
べ
て
３
倍
起
こ
り
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
こ
の
３
年
間
、
東

日
本
で
は
猛
暑
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
今
年

も
猛
暑
で
４
年
連
続
と
な
る
と
統
計
史
上
、

例
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

異
常
高
温
と
関
連
し
て
増
え
て
い
る
の
が

集
中
豪
雨
。
１
時
間
降
水
量
80
ミ
リ
以
上
の

集
中
豪
雨
の
発
生
回
数
を
見
る
と
、
81
〜
90

年
は
平
均
11.

９
回
で
し
た
が
、
01
〜
10
年
に

は
平
均
16.

４
回
と
明
ら
か
に
増
え
て
い
ま

す
。
で
は
、
異
常
高
温
に
な
る
と
、
な
ぜ
集

中
豪
雨
が
増
え
る
の
か
？　

地
上
の
気
温
が

高
く
な
り
上
空
の
気
温
と
の
温
度
差
が
大
き

く
な
る
と
、
自
然
は
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
嫌
う

の
で
、
温
度
が
高
い
と
こ
ろ
と
低
い
と
こ
ろ

を
一
緒
に
し
て
平
均
化
し
よ
う
と
し
ま
す
。

そ
の
時
に
集
中
豪
雨
が
起
き
る
。
雨
を
降
ら

せ
る
こ
と
で
温
度
の
勾
配
が
広
が
る
の
を
防

ご
う
と
す
る
ん
で
す
ね
。
皆
さ
ん
は
台
風
を

嫌
い
ま
す
が
、
台
風
は
熱
帯
の
熱
を
北
に
運

ぶ
「
熱
の
輸
送
機
」。
台
風
が
な
か
っ
た
ら
南

は
人
が
住
め
な
い
ぐ
ら
い
暑
く
な
る
し
、
逆

に
北
は
寒
く
て
仕
方
が
な
い
。
台
風
で
熱
の

や
り
と
り
を
し
て
い
る
と
考
え
る
と
、
自
然

は
う
ま
く
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
ね
。

　

世
界
の
年
平
均
地
上
気
温
は
上
昇
し
て
お

り
、
こ
の
傾
向
は
80
年
ぐ
ら
い
か
ら
顕
著
で

す
。
１
０
０
年
後
に
気
温
が
２
〜
３
度
上
が

る
と
、
ど
う
な
る
か
？　

今
、
東
京
の
年
平

均
気
温
が
15.

９
度
、
鹿
児
島
が
18.

３
度
で
、

そ
の
差
は
２.

４
度
。
つ
ま
り
、
１
０
０
年
後

に
は
東
京
が
鹿
児
島
の
気
温
に
な
っ
て
し
ま

う
。
東
京 

｜ 

鹿
児
島
間
の
南
北
距
離
は
約

４
６
０
キ
ロ
あ
り
ま
す
か
ら
、
１
年
に
４.

６

キ
ロ
ず
つ
北
へ
気
候
帯
が
移
動
す
る
計
算
に

な
り
ま
す
。
４.

６
キ
ロ
を
ど
れ
く
ら
い
の
時

間
で
移
動
で
き
る
か
と
言
う
と
、
人
間
は
１

時
間
９
分
、
ウ
サ
ギ
４
分
、
カ
メ
９
時
間
。

カ
タ
ツ
ム
リ
は
７
５
０
時
間
か
か
る
け
れ

ど
、
１
カ
月
も
あ
れ
ば
移
動
で
き
ま
す
。
と

こ
ろ
が
樹
木
は
、
マ
ツ
３
年
、
ク
リ
・
ブ
ナ

５
〜
25
年
、
モ
ミ
１
０
０
〜
１
５
０
年
と
、

も
の
す
ご
く
ゆ
っ
く
り
で
し
か
変
化
で
き
ま

せ
ん
。
１ 

年
に
４.

６
キ
ロ
と
い
う
速
度
に

対
応
で
き
な
い
の
で
枯
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

実
際
に
今
、
高
山
植
物
が
枯
れ
た
り
、
お
花

畑
が
な
く
な
っ
た
り
し
て
い
ま
す
よ
ね
。
木

が
枯
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
木
と
共
生

し
て
い
る
昆
虫
や
爬
虫
類
、
小
さ
な
ほ
乳
類
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森田正光さんの
プロフィール
1950年愛知県生まれ。財団法人日
本気象協会を経て、92年初のフリ
ーお天気キャスターとなる。同年、気
象予報会社・株式会社ウェザーマッ
プ、2002年に気象予報士受験スク
ール・株式会社クリアを設立。05年
日本生態系協会理事に就任し、10
年からは環境省が結成した生物多様
性に関する広報組織「地球いきもの
応援団」のメンバーとして活動。現
在はテレビ・ラジオ出演のほか、全国
で講演活動も行っている。

が
い
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
。
植
物
が
滅
び

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
態
系
が
壊
れ
て
し
ま

う
と
い
う
の
が
温
暖
化
の
最
も
怖
い
シ
ナ
リ

オ
な
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
幸
い
に
も
日
本
と
い
う
先
進

国
で
暮
ら
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
環
境

に
負
荷
を
か
け
な
い
生
き
方
を
選
択
す
る

こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。
シ
ェ
ー
ル
ガ

ス
が
出
て
、
こ
こ
何
百
年
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
は
大
丈
夫
だ
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
石
油
と

同
じ
よ
う
に
無
節
操
に
使
い
ま
す
か
？　

私

は
、
そ
こ
に
歯
止
め
を
か
け
る
の
が
温
暖
化

問
題
だ
と
思
う
の
で
す
。
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス

も
使
え
ば
Ｃ
Ｏ
２
が
排
出
さ
れ
ま
す
。
思
想

と
言
う
に
は
お
こ
が
ま
し
い
け
れ
ど
、
私
た

ち
の
価
値
観
が
問
わ
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
例
え
ば
「
暴
力
は
い
け
な
い
」

と
か
「
ル
ー
ル
を
守
る
」
等
、
私
た
ち
が
一

定
の
社
会
規
範
や
価
値
感
を
共
有
し
て
い
る

よ
う
に
、環
境
問
題
に
つ
い
て
も
、そ
う
い
っ

た
普
遍
的
な
価
値
観
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
よ
く

ご
存
知
の
シ
ニ
ア
の
方
に
こ
そ
、
率
先
し
て

環
境
に
負
荷
を
か
け
な
い
生
き
方
を
実
践

し
、そ
れ
を
周
囲
に
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
冒
頭
で
総
観
気
象
学
は
も
は
や
役
に

立
た
な
い
と
言
い
ま
し
た
が
、
役
に
立
つ
・

立
た
な
い
は
別
と
し
て
、
自
分
が
得
た
知
識

や
経
験
を
次
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ
と
も
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
も
テ
レ
ビ
に
出

始
め
で
迷
っ
て
い
た
頃
、
先
輩
か
ら
「
い
っ
た

ん
口
に
出
し
た
こ
と
は
、
理
由
も
な
く
変
え

る
な
」「
ひ
ょ
う
ひ
ょ
う
と
や
れ
ば
い
い
」
等

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
ま
し
た
。
シ
ニ
ア
の

皆
さ
ん
の
生
き
方
や
一
言
が
、
後
輩
の
進
む

べ
き
道
を
照
ら
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

東日本大震災の被災地・釜石で開催した
「お天気キャスター出前授業」の様子

「津波防災の日」をPRするライブイベント

自
然
は
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
嫌
い

異
常
高
温
と
集
中
豪
雨
の
関
係

温
暖
化
の
最
も
怖
い
シ
ナ
リ
オ

そ
れ
は
生
態
系
の
破
壊

シ
ニ
ア
が
率
先
し
た
い

環
境
に
負
荷
を
か
け
な
い
生
き
方

※

倉
嶋 

厚（
く
ら
し
ま・あ
つ
し
）：
気
象
庁
退
官
後
、テ
レ
ビ
で

気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
活
躍
。
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ま
ず
、
シ
ニ
ア
世
代
に
つ
い
て
言
わ
せ
て

い
た
だ
く
と
、「
シ
ニ
ア
世
代
＝
年
金
や
医
療

費
を
も
ら
っ
て
い
る
社
会
の
マ
イ
ナ
ス
要
因
」

と
し
て
語
ら
れ
る
場
面
が
多
い
の
で
す
が
、

そ
れ
は
違
う
し
失
礼
だ
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ

な
ら
、
地
域
が
崩
壊
し
よ
う
と
し
て
い
る
今

こ
そ
、
シ
ニ
ア
世
代
を
地
域
社
会
を
支
え
る

主
力
に
押
し
上
げ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
か
ら

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
シ
ニ
ア
世
代
が
自

立
し
自
活
で
き
る
仕
組
み
が
必
要
で
す
。
現

在
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
三
島
で
は
環
境
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
「
街
中
カ

フ
ェ
」
を
３
店
運
営
し
て
い
ま
す
が
、
１
日

の
売
上
げ
は
10
〜
12
万
円
で
、
何
人
も
の
シ

ニ
ア
世
代
を
雇
用
し
て
い
ま
す
。
地
域
で
生

産
し
た
も
の
を
地
域
の
人
が
売
り
、
消
費
す

る
。
そ
れ
自
体
は
小
さ
な
経
済
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
こ
う
い
っ
た
循
環
が
地
域
を
支
え
、

最
終
的
に
若
者
が
地
域
で
生
き
て
い
け
る
体

制
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。
自
然
環
境
も

同
じ
で
、
自
然
と
共
生
す
る
知
恵
を
持
っ
た

シ
ニ
ア
世
代
が
地
域
に
残
り
、
そ
れ
を
伝
え

て
い
け
ば
、
棚
田
や
里
山
を
守
る
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
シ
ニ
ア
世
代
が

活
躍
で
き
る
場
を
つ
く
る
こ
と
が
、
地
域
再

生
の
要
と
な
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
を
、
最

初
に
言
っ
て
お
き
た
い
で
す
ね
。

　
「
も
っ
と
学
び
た
い
」「
も
う
一
度
、
社
会
の

役
に
立
ち
た
い
」。
そ
う
思
っ
て
い
る
真
面
目

な
シ
ニ
ア
が
山
の
よ
う
に
い
ま
す
。
そ
う
し

た
方
々
へ
の
私
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
２
つ
。

１
つ
は
、「
オ
レ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
る
ん

　

63
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
で
、私
も
バ
リ
バ
リ
の
シ
ニ

ア
世
代
で
す
。グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
三
島
を
始
め
て
21

年
目
に
入
り
ま
す
が
、始
め
た
時
は
皆
30
代
後
半
〜
40

代
。事
務
局
長
を
務
め
る
私
の
周
り
に
コ
ア
ス
タ
ッ
フ

が
13
名
。さ
ら
に
そ
の
周
り
に
ス
タ
ッ
フ
１
３
０
名
と

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
３
０
０
名
、そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
５
０
０
名
が
お
り
、こ
の
人
た
ち
も
60
〜

70
代
が
中
心
で
す
。途
中
、難
し
い
局
面
に
何
度
か
出

く
わ
し
ま
し
た
が
、「
右
手
に
ス
コ
ッ
プ
、左
手
に
缶

ビ
ー
ル
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
20
年
も
活
動
し
て
き
ま
し

た
。皆
の
原
動
力
と
な
っ
た
の
が
達
成
感
や
充
足
感

で
、そ
れ
が
な
け
れ
ば
続
か
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

設
立
20
周
年
の
際
、若
い
世
代
へ
の
引
き
継
ぎ
に
つ

い
て
大
い
に
議
論
し
ま
し
た
。た
ど
り
つ
い
た
結
論

が
、こ
ん
な
面
白
い
こ
と
は
若
い
人
に
は
譲
れ
な
い
！

年
を
取
っ
て
お
互
い
自
由
に
な
る
時
間
が
増
え
た
し
、

社
会
参
加
の
素
晴
ら
し
さ
も
実
感
し
て
い
る
。自
分
の

生
き
甲
斐
と
し
て「
死
ぬ
ま
で
や
り
続
け
る
」と
決
め

ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、若
い
人
を
拒
絶
し
て
い
る
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。年
間
１
０
０
〜
１
５
０
人
の
大
学
生
に
、職
場

体
験
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
の
場
と
し
て
開
放
し
て
い

ま
す
し
、そ
れ
は
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
ま
す
。

だ
」
と
か
「
社
会
で
こ
う
い
う
こ
と
を
や
り

た
い
ん
だ
」
と
い
き
な
り
頑
張
っ
て
し
ま
う

の
で
は
な
く
、
２
〜
３
年
、
客
観
的
に
見
る

助
走
期
間
を
持
つ
こ
と
。
ど
こ
か
の
団
体
に

ち
ょ
っ
と
だ
け
参
加
し
て
み
る
。
す
る
と
、

外
か
ら
見
て
い
る
の
と
は
違
う
内
情
が
分
か

る
。
そ
れ
が
分
か
っ
た
ら
、次
の
団
体
に
行
く
。

い
ろ
ん
な
団
体
の
実
情
を
見
た
上
で
、
自
分

の
立
ち
位
置
と
い
う
か
、
活
動
の
舞
台
を
決

め
る
の
で
す
。
第
二
の
人
生
に
入
っ
て
い
く

た
め
の
「
学
ぶ
場
」
や
「
経
験
す
る
機
会
」

が
社
会
制
度
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
れ
ば
良

い
の
で
す
が
、
今
は
そ
れ
が
な
い
の
で
、
い

ろ
い
ろ
な
団
体
に
少
し
ず
つ
参
加
・
体
験
し

て
自
分
で
見
つ
け
て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

２
つ
目
は
、定
年
後
に
活
動
を
始
め
る
人
は
、

過
去
の
自
分
の
立
場
と
か
肩
書
き
を
捨
て
る

こ
と
。こ
れ
も
経
験
で
分
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
三
島
の
場
合
は
、
地
域

を
良
く
し
た
い
と
い
う
純
粋
な
想
い
が
あ
り
、

そ
の
た
め
な
ら
立
場
な
ん
て
関
係
な
く
一
緒

に
頑
張
ろ
う
と
い
う
意
識
が
強
い
。
そ
う
い

う
場
で
、「
オ
レ
は
何
千
人
の
部
下
を
動
か
し

て
い
た
」
と
か
「
年
収
何
千
万
だ
っ
た
」
と

自
慢
さ
れ
る
と
、
そ
の
瞬
間
に
会
話
が
成
立

し
な
く
な
り
ま
す
。
要
は
、
人
と
し
て
の
ご

く
普
通
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
と
っ
て
、
社
会
経
験
や
ビ
ジ
ネ

ス
経
験
が
豊
富
な
シ
ニ
ア
世
代
を
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
大
き
な
戦
力
に
な
る

は
ず
で
す
。
た
だ
、
そ
う
す
る
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

自
身
の
資
質
も
問
わ
れ
ま
す
。
外
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
拒
む
閉
鎖
性
は
な
い
か
。
自
分

た
ち
の
活
動
に
、
好
奇
心
旺
盛
な
シ
ニ
ア
を

満
足
さ
せ
る
だ
け
の
テ
ー
マ
性
や
ス
ト
ー

リ
ー
性
、
発
展
性
が
あ
る
か
。
参
加
者
が
達

成
感
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
ゴ
ー
ル
が
設
定
さ

れ
て
い
る
か
。
シ
ニ
ア
を
巻
き
込
む
に
は
、

人
や
事
業
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
力
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
あ
ま
り
に
も
専
門
的
に
な
り

過
ぎ
て
い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
途
中
か
ら
は
な
か
な
か

参
加
し
に
く
い
も
の
で
す
。
シ
ニ
ア
世
代
を
受

け
入
れ
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
こ
と
に
配
慮

す
れ
ば
良
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
し

た
。
富
士
山
に
70
回
も
登
り
、
１
９
９
８
年

か
ら
は
山
頂
に
バ
イ
オ
ト
イ
レ
を
設
置
す
る

取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
渡
辺
さ
ん
に
、
こ

の
点
に
つ
い
て
も
伺
い
ま
し
た
。

　
「
信
仰
の
山
と
し
て
の
富
士
山
が
世
界
に
認

め
ら
れ
た
こ
と
は
非
常
に
素
晴
ら
し
い
こ
と

で
す
が
、
問
題
も
山
積
し
て
い
ま
す
。
登
山

者
の
激
増
に
よ
る
環
境
負
荷
の
増
加
（
し
尿
、

ゴ
ミ
等
）、
登
山
者
の
安
全
確
保
、
観
光
と
開

発
抑
止…

、
イ
コ
モ
ス
は
16
年
ま
で
に
解
決

す
べ
き
条
件
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。
世
界
の

宝
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、
要
求
さ
れ
る
課
題

も
大
き
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
」

Opinion

シ
ニ
ア
世
代
が
最
前
線
で
活
躍
す
る
た
め
に

オピニオン

見データで シニア世代の意向る

1階は地元の低農薬野菜等を販売し、２階では飲食のできる
「街中カフェ」

グラウンドワーク三島が実施してきたプロジェクトの象徴
「再生した源兵衛川」

三保海岸から望む富士山

特定非営利活動法人グラウンドワーク三島 
専務理事・事務局長
都留文科大学文学部教授 農学博士

渡辺豊博さん

わたなべ・とよひろ
1950年秋田県生まれ。元静岡県
庁職員。三島ゆうすい会、財団法
人日本グラウンドワーク協会、
NPO法人富士山クラブ等の事務
局長を歴任。著書に『NPO実践講
座』（ぎょうせい・共著）、『富士山学
への招待』（春風社）、『共助社会の
戦士たち』（静新新書）等多数。

シ
ニ
ア
世
代
を

地
域
社
会
を
支
え
る
主
力
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
シ
ニ
ア
世
代
を
上
手
に

受
け
入
れ
る
に
は
？

こ
れ
か
ら
ボ
ラ
ン
ティ
ア
を
始
め
る

シ
ニ
ア
世
代
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

こ
ん
な
面
白
い
こ
と

若
い
人
た
ち
に
は
譲
れ
な
い
！

英
国
発
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク（
環
境
改
善
活
動
）を
日
本
に
初
め
て
導
入
し
、

市
民・Ｎ
Ｐ
Ｏ・企
業・行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
地
域
再
生
に
取
り
組
ん
で
き
た

特
定
非
営
利
活
動
法
人
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
三
島
。愛
称
ジ
ャ
ン
ボ
さ
ん
で
知
ら
れ
る

事
務
局
長
の
渡
辺
豊
博
さ
ん
に
、シ
ニ
ア
世
代
の
環
境
保
全
活
動
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

“

”

富
士
山
に
つ
い
て
一
言

調査対象：昭和22年から昭和24年に生まれた男女
標本数：6,000人
有効回収数（率）：3,517人（58.6%）

●何歳以上が高齢者か？

年齢だけでは
判断できない 6.6%

75歳以上 26.1%

80歳以上 10.4%

65歳以上 10.3%

70歳以上 42.8%

●健康状態

とても健康である 11.8%

まあ健康である 65.7%

あまり健康でない 15.7%

健康でない 4.7%

無回答 2.1%

その他 3.7%

●今後、参加したい社会活動（複数回答）
趣味・
スポーツ活動 31.8%

高齢者を
支援する活動 18.2%

地域行事を
支援する活動 15.1%

環境保全等の
活動 13.0%

町内会等の役員・
事務局活動 11.1%

防犯や災害時の
支援活動 10.3%

地域の伝統や
文化を伝える活動 10.9%

●社会活動への参加状況

参加している

無回答

参加していない

38.7%

53.4%

7.9%

本号では、シニア世代をとり上げましたが、「年齢」
や「社会参加」についてどのような意識を持ってい
るのでしょうか？　その傾向を示すものとして、内閣
府が実施している「団塊世代の意識に関する調査」
（平成24年）から、結果の一部を紹介します。
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環境保全活動に
取り組むシニア世代

特
集

活動のカタチは様々、
シニア世代の取組み。

環境保全活動に取り組むシニア世代が、今注目されています。
若い時から取り組まれている方もいれば、50～60代になってから始めた方もいます。
今回はそうした皆さんを紹介します。また、珍しいケースとして、
高齢者ボランティアグループをサポートする活動も併せて紹介します。 Action  Report

●NPO法人シャンティ山口 事務局長理事

タ
イ
北
部
の
山
岳
少
数
民
族
を
支
援
し
て
20
年

現地の子どもたちと一緒に

●NPO法人コンシューマーズ京都（京都消団連） 理事長

未
来
への
バ
ト
ン
を
次
世
代
に

蛍光管フォーラム2012in東京 会場の様子

　私のNPOは今年設立10年目になりますが、私たち

が取り組んだプログラムの一つが「家庭から出るやっ

かいなごみ」でした。何が「やっかいなごみ」なのかの

調査から始め、スプレー缶の出し方へ、そして現在の蛍

光管をはじめとする水銀含有製品の適正処理へと活

動を展開してきました。

　今年10月、国連環境計画の下で準備されてきた「水

銀に関する水俣条約」が採択される予定です。この条約

を受けた国内の対策づくりに、私たちの活動成果を役

立てていただきたいと思います。また私たちの活動も、

関係者と協働しながら水銀体温計や水銀血圧計等の

回収処理システムづくりへと広げていく必要があるようです。

　私のNPOの前身「京都消費者団体連絡協議会」が設立され

たのは1972年7月、ちょうど田中内閣が発足した時です。それ

から40年以上の歳月が流れ、気がつけば私もシニア世代に仲

間入りです。シニアというのも悪くないもので、長年の経験から

か、様々なことがつながって見え始めたと実感しています。同

世代の仲間との話の最後はいつも世代交代の話になりますが、

私も「未来へのバトン」をうまく次の世代に渡せるように頑張っ

ていきたいと思っています。無理せず、しかし確実に。

●NPO法人ふるさと東京を考える実行委員会 理事

里
海
復
活
に
か
け
る
ブ
ン
さ
ん

砂浜に引き上げられた地引き網をのぞき込む子どもたち

　7月16日、新聞紙上に「都内50年ぶり海水浴場復

活」という文字が踊りました。この復活を目指し、2001

年より葛西海浜公園西なぎさを拠点に活動してきたの

が、NPO法人ふるさと東京を考える実行委員会。ご紹

介する松原和夫さんは08年に入会し、現在は中心メン

バーの一人として活躍する66歳のシニアです。

　「きっかけ？ 関口理事長とたまたま知り合いになった

ことかな…。理事長が『海をきれいにしたい、子どもた

ちを喜ばせたい』と熱く語るので、だったらお手伝いし

ようかと」。千葉県浦安で生まれ育った松原さんにとっ

て、東京湾は庭のような存在。すんなりとボランティア

活動に入ったそうです。「子どもたちが本当に嬉しそうに遊ぶ

んですよ。地引き網なんかやるとすごいですよ！」

　里海復活に向け、年間を通して様々なイベント等を開催して

いますが、毎回積極的に参加している松原さんいわく「ぜんぜ

ん苦じゃないね、楽しいですよ。葛西の西なぎさで自由に海水

浴ができるようにする、そんな目的がありますから…」

　ちなみに、活動仲間は松原さんのことを「ブンさん」と呼ん

でいます。俳優の菅原文太似だからです。子どもたちの喜ぶ姿

を胸に、ブンさんは毎回べか舟を操り沖に出て行きます。

●NPO法人自然環境復元協会

シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー

斜面で草刈りをする隊員

　「この森を守れなくなるから、木を全部切って芝生に

しようと思っているんだ。みんな年をとったし…」。そう

つぶやいたのは、自分たちが居住する大規模団地内の

緑地を長年にわたり手入れしてきたサンシティグリーン

ボランティアの代表。相談を受けた自然環境復元協会

は、当初は協会スタッフだけで手助けしていましたが、

このような要望に本格的に応えようと、ボランティアを

必要としているフィールドとボランティアをした人を結

び付けるシステム「レンジャーズプロジェクト」を企画。

2010年にスタートし、登録隊員799名、出動回数125

回、参加人数延べ1323人の活動に発展しました。現在

では、東京・横浜等に18カ所のフィールドがあります。

　今回は、このプロジェクトが誕生するきっかけとなった大規

模団地サンシティでの活動を取材。５月24日午前10時、都営

地下鉄三田線志村三丁目駅に集合し、駅から徒歩10分ほどの

現地に向かいました。参加したのは高校生、大学生、会社員等の

17名。急斜面もある緑地の下草刈りでしたが、参加者の感想は

「初めだけど楽しかった。良い汗をかきました」「1年に5回ぐら

い参加しています」「時間が空いたので来てみました」と、誰で

も気軽に参加できる活動として定着しています。

　1987年、福祉関係のイベント会場で一人の青年僧

と出会い、ベトナム戦争やラオス内戦の影響でモン族

等の少数民族が悲惨な状況になっているという話を聞

き、衝撃を受けました。当時、曹洞宗ボランティア会山

口県支部のメンバーとしてカンボジア難民の支援活動

に関わっていましたが、その活動もいったん終了したの

で、自分たちのできる範囲でタイの山岳民族を支援し

ようと、93年にシャンティ山口を立ち上げました。

　これまでに多くの仲間や支援してくれる皆さんのお

かげで、モン族の子どもたちのために寄宿舎を建てた

り、奨学金を支援する等の活動を行うことができまし

た。もちろん、地球環境基金の助成があったからこそできたプ

ロジェクトもあります。今、モン族が多く住むタイ北部地域でエ

コトイレの設置を進めていますが、これはその象徴的なプロジ

ェクトです。トイレのない地域につくったことは画期的ですし、

つくるのも彼らが中心になっています。

　最近は１年の８割は

タイで生活し、現地の

人と一緒に活動してい

ますが、自立支援が目

標なので、今後の活動

を担う後継者も現地で

育てたいと思っていま

す。できれば、元気なう

ちにプロジェクトの完成

を見届けたいですね。

海苔養殖体験の準備をする松原さん。作業に使うべか舟は
松原さん個人所有のもので、毎回大活躍している

レンジャーズプロジェクト 松原和夫さん 原 強さん 佐伯昭夫さん

活動レポート

サンシティグリーンボランティアのメンバーから指示を聞くレンジャーズの隊員
＊レンジャーズプロジェクトの詳しい内容はhttp://rangersproject.jp 民族バッグを肩にした佐伯さん蛍光管の適正処理に取り組む原さん
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DATA BOX
●名　称 ： 特定非営利活動法人野外教育学修センター魚沼伝習館
●住　所 ： 〒946-0075 新潟県魚沼市吉田138-3
●U R L  ： http://www.uonuma-denshukan.com/
●目　的： 青少年育成、地域づくり、そして環境保全活動を通して
　　　　　魚沼地域の活性化を目指す。

未就学児（３～６歳）を対象とした
森の幼稚園「あいあいくらぶ」

P a r t n e r ' s  T a l k

地域づくり事業の拠点・福山体験工房
（回復させた休耕田での収穫体験）

集落の地元民の仕事を手伝う
東京工科大学の学生

●主な活動内容
・自然体験学習　・環境教育学習　・インターンシップ　・就農サポート　・環境調査

環境調査に参加する市民を対象に
開催された調査研修会

2002年

2004年

2005年

2008年
2009年

2010年

2012年

前身団体の「奥只見郷ネイチャーレククラブ」設立
新潟県、魚沼市より委託を受け「青少年育成事業」を開始
文科省より放課後子ども教室推進事業の委託を受け「放課後子ども教室」を
開催
NPO法人格を取得
NPO法人野外教育学修センター魚沼伝習館として活動開始
文科省「青少年体験活動総合プラン」の実施
文科省「青少年体験活動総合プラン」の実施
「魚沼自然体験活動プロジェクト2009」（子どもゆめ基金）の実施
「魚沼自然体験活動プロジェクト2010」（子どもゆめ基金）の実施
「子育て支援者向け研修事業」（子ども未来財団）の実施
環境調査「地域資源の利活用による自然環境の維持と継続可能な仕組みの
形成と構築」（地球環境基金）の実施

●活動実績
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■
な
ぜ
魚
沼
で
野
外
教
育
？

　

魚
沼
と
言
え
ば
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
有
名
な
よ

う
に
、こ
こ
は
自
然
豊
か
な
地
域
で
す
。し
か

し
、こ
う
し
た
地
域
で
も
生
活
ス
タ
イ
ル
は
ど

ん
ど
ん
変
わ
り
、子
ど
も
た
ち
が
野
外
で
遊

ぶ
習
慣
は
か
な
り
前
か
ら
な
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。小
さ
な
子
ど
も
を
持
つ
親
に
し
て
も
、

既
に
そ
う
し
た
経
験
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。野
外
活
動
は
、自
然
の
中
で
遊
ぶ
面
白
さ

と
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
験
し
、自
分
た

ち
の
暮
ら
す
魚
沼
は
こ
ん
な
に
良
い
と
こ
ろ

だ
と
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
始
め
ま
し
た
。私

自
身
は
東
京
で
生
ま
れ
育
っ
た
の
で
す
が
、こ

れ
も
何
か
の
縁
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
主
な
活
動
内
容
は
？

　

現
在
は
、
青
少
年
育
成
事
業
、
地
域
づ

く
り
事
業
、
そ
し
て
昨
年
か
ら
始
め
た
環
境

事
業
を
３
本
柱
と
し
て
い
ま
す
。
青
少
年
育

成
事
業
で
は
、
ほ
ぼ
毎
週
末
何
ら
か
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
。
３
〜
６
歳
児
の
未
就
学
児

か
ら
中
学
生
ま
で
、
年
間
５
０
０
０
人
の
子

ど
も
た
ち
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
７
人
の
常

勤
ス
タ
ッ
フ
と
20
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
で
対
応
し

て
い
ま
す
。
正
直
言
っ
て
か
な
り
大
変
で
す

が
、「
子
ど
も
が
主
人
公
」
と
い
う
基
本
は

外
せ
な
い
の
で
、
毎
年
、
創
意
工
夫
の
連
続

で
す
。

■
青
少
年
育
成
事
業
と
地
域
づ
く
り
事
業

と
の
関
連
は
？

　

10
年
に
わ
た
り
青
少
年
の
育
成
に
関
わ
っ

て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
ダ
メ
だ
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地
元
・
魚
沼

の
文
化
と
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
て
も
、
そ
の
子
た
ち
が
都
会
に
出

て
行
っ
て
し
ま
え
ば
地
域
は
ど
う
な
る
？　

我
々
は
、
地
域
の
将
来
の
担
い
手
で
あ
る
子

ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
る
の
で
は
な
い
か
？　

そ
う
考
え
る
と
、
子
ど
も
た
ち
が
将
来
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
地
域
を
同
時
に
つ

く
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
確
か
に
、
魚
沼
の

コ
シ
ヒ
カ
リ
は
有
名
で
す
が
、
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
が
進
み
、
耕
作
放
棄
地
や
休
耕
田

が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
と
て

も
難
し
い
問
題
で
す
が
、
地
域
資
源
を
活
か

し
な
が
ら
、
地
元
で
若
い
人
の
雇
用
を
生
む

よ
う
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

■
地
域
づ
く
り
事
業
の
内
容
は
？

　

魚
沼
の
地
域
資
源
と
言
え
ば
自
然
。
農

林
業
が
中
心
で
す
が
、
こ
こ
で
起
業
し
た
い
、

移
住
し
て
農
業
を
や
り
た
い
と
い
う
人
た
ち

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
宿
泊
で
き
る
研

修
施
設
も
あ
る
し
、
フ
ォ
ロ
ー
体
制
も
整
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
か
ら
は
新
し
い
取
組

み
と
し
て
、
東
京
工
科
大
学
メ
デ
ィ
ア
学
部

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
「
ソ
ー
シ
ャ
ル・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
リ
ー
ダ
ー
ズ
Ｗ
Ｓ
」
を
受
け
入
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
集
落
の
支
援
・
再
生
を
目

指
す
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
学
生

が
農
作
業
等
を
体
験
し
な
が
ら
研
修
を
行

い
ま
す
。
魚
沼
の
将
来
の
可
能
性
を
広
げ
る

一つ
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま

す
。

■
な
ぜ
環
境
調
査
な
の
で
す
か
？

　

豊
か
な
自
然
も
、
意
識
し
な
け
れ
ば
資

源
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
、
自
然
は

ご
く
普
通
の
あ
り
ふ
れ
た
日
常
と
し
て
見
過

ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
放
っ
て
お
い
た

ら
、
魚
沼
の
自
然
だ
っ
て
ど
ん
ど
ん
悪
く
な
っ

て
い
き
ま
す
。
今
の
魚
沼
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
で
き
ち
ん
と
確
か
め
、
自
然
を
資
源
と
し

て
利
用
し
て
い
く
た
め
の
道
筋
を
つ
け
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
新
潟
大
学
で
植

物
学
を
教
え
て
い
た
石
沢
進
先
生
の
指
導
の

下
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
参
加
し
て
も

ら
い
調
査
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
し

て
、
こ
の
調
査
で
分
か
っ
た
こ
と
、
例
え
ば
魚

沼
地
域
に
生
息
す
る
絶
滅
危
惧
種
等
を
公

表
す
る
予
定
で
す
が
、
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
生
息

地
に
つ
い
て
は
公
表
を
控
え
た
い
。
と
い
う
の

も
、
捕
獲
が
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
盗

獲
が
後
を
絶
た
な
い
か
ら
で
す
。
こ
の
調
査

は
地
球
環
境
基
金
か
ら
も
助
成
を
受
け
て
お

り
、
そ
の
成
果
は
平
成
27
年
度
ま
で
に
魚
沼

市
の
条
例
づ
く
り
に
活
か
さ
れ
る
予
定
で
す
。

■
環
境
事
業
の
将
来
は
？

　

若
い
人
た
ち
が
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
な
ん
と
か
こ
の
魚
沼
で
、
環
境
の

仕
事
で
食
べ
て
い
け
る
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
情
熱
と
専
門
的

な
知
識
を
持
っ
た
者
が
活
躍
で
き
る
フ
ィ
ー

ル
ド
で
す
。
人
を
育
て
る
こ
と
は
で
き
て
も
、

そ
こ
か
ら
の
仕
組
み
づ
く
り
に
は
と
て
も
時

間
が
か
か
る
の
で
、
粘
り
強
く
続
け
て
い
く

し
か
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

　
　
　
　
　
　

●

　

子
ど
も
た
ち
の
野
外
学
習
を
目
的
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
魚
沼
伝
習
館
。
現
在
は
、
育

て
た
子
ど
も
た
ち
が
地
元
に
残
れ
る
よ
う
な

社
会
基
盤
づ
く
り
を
目
標
に
、
日
々
ハ
ー
ド

な
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

魚
沼
地
域（
魚
沼
市
、南
魚
沼
市
）を

拠
点
に
２
０
０
２
年
よ
り
活
動

自
然
は
地
域
資
源

新
た
に
始
め
た
環
境
事
業

青
少
年
の
育
成
に
は

地
域
の
活
性
化
が
必
須
条
件

小中学生とその保護者を対象に山林資源を
環境教育の場として活用している「うおぬまわくわくキッズ」

特定非営利活動法人野外教育学修センター魚沼伝習館

魚沼の未来をつくるために
子どもを育て自然を守る

助成団体
レポート

越後三山（越後駒ヶ岳、中ノ岳、八海山）をはじめとする名山に囲まれた新潟県魚沼地域。
この地で「魚沼の自然の恵みを生きる力に…」をモットーに、
「子ども」と「自然」に熱い想いをかけるNPO法人野外教育学修センター魚沼伝習館の活動を紹介します。

お話を伺った坂本恭一理事長（右）と青少年・環境担当の中井杏菜さん
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S u p p o r t   P r o g r a m

研修

講座
NGO・NPO
サポートプログラム紹介

の
構
成
や
研
修
の
手
法
を

チ
ェ
ッ
ク
。
昔
は
、
講
師
の

話
を
聞
い
て
、
そ
れ
で
納
得

し
て
帰
る
パ
タ
ー
ン
が
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
そ

れ
だ
け
で
は
な
く
参
加
者
が

主
体
的
に
関
わ
る
こ
と
が
で

き
る
講
座
も
増
え
て
い
ま

す
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
確
認

し
て
欲
し
い
で
す
ね
」

　

「
第
２
の
ポ
イ
ン
ト
は
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
場
で
あ
る

こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
。
活

動
経
験
の
あ
る
方
々
が
受

講
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ

こ
を
し
っ
か
り
意
識
し
て
参

加
す
れ
ば
、
研
修
講
座
で
得

ら
れ
る
新
し
い
知
識
や
視
点

を
よ
り
実
践
的
な
も
の
と
し

て
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
」

　

「
そ
し
て
、
第
３
の
ポ
イ

ン
ト
は
参
加
者
同
士
の
交

流
。
研
修
講
座
の
内
容
と
は
直
接
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、
志
を
同
じ
く
す
る
者
同

士
が
集
ま
る
と
い
う
こ
と
は
、
活
動
し
て
い
く
上
で
の
知
恵
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
集
ま

る
場
で
あ
る
と
も
言
え
ま
す
。
『
こ
ん
な
時
は
ど
う
す
る
の
』
『
こ
ん
な
こ
と

や
っ
た
こ
と
あ
り
ま
す
か
』
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
お
互
い
に
話
し
合
う
こ
と
も

大
切
で
す
。
研
修
講
座
は
、
交
流
の
き
っ
か
け
を
つ
く
る
場
と
し
て
も
見
逃
せ
ま

せ
ん
」
。
そ
し
て
、
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
す
ぐ
に
活
動
に
活
か
せ
る
も
の
も
あ
れ

ば
、
将
来
活
か
せ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
も
重
要
で
す
。
目
先
も
大
事

だ
け
ど
、
３
年
後
５
年
後
の
こ
と
も
考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
辺
り
の

バ
ラ
ン
ス
を
う
ま
く
と
っ
て
受
講
し
て
く
だ
さ
い
」
。
基
金
の
研
修
講
座
を
裏
方

と
し
て
支
え
る
今
永
さ
ん
な
ら
で
は
の
言
葉
で
す
。

■
よ
り
質
の
高
い
研
修
講
座
を
目
指
し
て

　

今
永
さ
ん
は
、
地
球
環
境
基
金
が
主
催
し
て
い
る
研
修
講
座
を
第
三
者
の
目
か

ら
見
て
評
価
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
、
講
座
の
内
容
や
進
め
方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
参
加
者
の
募
集
方
法
等
に
つ
い
て
ま
で
幅
広
く
検
証
し
て
い
ま
す
。
実
際
に

は
、
ど
の
よ
う
に
検
証
を
行
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
？　

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
一

部
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
チ
ラ
シ
、
集
客
、
会
場
、
ス
タ
ッ
フ
、
講

義
、
実
習…

と
、
多
岐
に
わ
た
る
チ
ェ
ッ
ク
項
目
が
並
ん
で
い
ま
す
。
し
か
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
が
さ
ら
に
細
分
化
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
チ
ラ
シ
で
は
、
ア
イ

キ
ャ
ッ
チ
が
あ
る
か
、
紙
面
構
成
が
適
切
で
あ
る
か
、
申
込
方
法
が
分
か
り
や
す

い
か
等
11
項
目
。
講
義
で
は
、
説
得
力
が
あ
る
か
、
具
体
的
な
事
例
が
挿
入
さ
れ

て
い
る
か
、
内
容
が
詰
め
込
み
す
ぎ
て
い
な
い
か
等
17
項
目
。
こ
の
シ
ー
ト
等
を

も
と
に
、
講
座
を
実
際
に
見
聞
き
し
な
が
ら
検
証
す
る
そ
う
で
す
。

　

「
自
分
で
も
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
講
師
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
そ

の
経
験
か
ら
も
押
さ
え
て
お
く
べ
き
点
は
、
あ
る
程
度
体
系
化
で
き
て
い
ま
す
」

　

「
研
修
講
座
と
い
う
と
、
講
師
の
キ
ャ
リ
ア
や
講
義
内
容
に
気
を
取
ら
れ
や
す

い
の
で
す
が
、
対
象
と
す
る
人
を
ど
の
よ
う
に
集
め
、
参
加
者
に
何
を
ど
う
持
ち

帰
っ
て
も
ら
う
か
、
そ
こ
ま
で
ト
ー
タ
ル
に
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」

■
講
座
を
受
け
る
人
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

　

講
座
を
受
け
る
人
に
対
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
？　

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

「
第
１
の
ポ
イ
ン
ト
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
こ
れ
を
見
て
講
座

今永 正文さん

プロセスコンサルタントWARAKU代表、ファ

シリテーター。プロセスコンサルタントとして

様々な分野で活躍するかたわら、自身も環境保

全や地域振興の現場で活動しています。お話

を伺ったのは、NPO活動や市民活動を行う個

人・団体をサポートする施設である静岡市番町

市民活動センター。掲示板には様々なチラシ等

が貼られていました。

何かを変えた10日間

ＰＣＭ（Project Cycle Management）を大学に提案

平成24年度の研修講座
「海外派遣研修（マレーシア）」に参加された、
神村智子さんと斉藤桃子さんのお二人から、
研修講座に参加された感想を
寄稿していただきました。

※平成25年度の研修講座の内容は、10月下旬頃にホームページで告知する予定です。参加ご希望の方は、ぜひご参照ください。

参加者

参加者がグループに分かれ、
テーマに沿って討論。

講師とのやり取りもより活発に。

講師

ワークショップ等が組み合わされた場合

参加者は受け身になり疑問点等は
最後の質疑応答で解決する。

講義だけの場合

講師

参加者

地
球
環
境
基
金
で
は
振
興
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

環
境
保
全
活
動
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｇ
Ｏ・Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
対
象
に
、様
々
な
研
修
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、こ
の
振
興
事
業
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る
今
永
正
文
さ
ん
に
、地
球
環
境
基
金
の
研
修
講
座
を
ど
う
活
用
す
べ
き
か

コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。併
せ
て
、海
外
派
遣
研
修
参
加
者
の
感
想
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

研修講座の活用

　

環
境
保
全
活
動
の
実
態
は
ど

う
な
っ
て
い
て
、環
境
問
題
の
解
決

に
は
何
が
必
要
な
の
だ
ろ
う…

。

そ
ん
な
テ
ー
マ
を
持
ち
、参
加
し

た
海
外
派
遣
研
修
。研
修
先
や
村

で
出
会
っ
た
人
た
ち
か
ら
様
々
な

こ
と
を
学
び
な
が
ら
、研
修
員
同

士
で
環
境
保
全
活
動
に
つ
い
て
考

え
ま
し
た
。高
校
で
教
鞭
を
執
っ

て
い
る
私
に
と
っ
て
、環
境
教
育
の

た
め
の
知
識
や
教
材
を
得
た
だ
け

で
な
く
、た
く
さ
ん
の
人
た
ち
と
の

出
会
い
が
何
か
を
変
え
た
10
日
間

だ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

環
境
保
全
活
動
で
は
、環
境
Ｎ

Ｇ
Ｏ
が
専
門
研
究
員
を
置
い
た

り
、企
業
や
政
府
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

を
得
て
、主
体
的
に
問
題
解
決
に

努
め
て
い
る
こ
と
を
知
り
、こ
の
活

動
に
も
っ
と
注
目
す
べ
き
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

　

ま
た
環
境
問
題
の
解
決
に
は
、

現
状
把
握
や
歴
史
的
背
景
へ
の
理

解
力
や
行
動
力
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
得
た
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
こ
れ
か
ら
も
活
か
し
、Ｅ

Ｓ
Ｄ（
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め

の
教
育
）を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

神
村
智
子
さ
ん

沖
縄
県
立
那
覇
国
際
高
等
学
校 

教
諭

　

研
修
前
は
、「
環
境
問
題
」や

「
生
物
多
様
性
」は
何
と
な
く
重

要
だ
と
は
分
か
っ
て
い
た
も
の
の
、

正
直
、自
分
と
は
少
し
か
け
離
れ

た
問
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。し

か
し
、研
修
を
通
し
て
そ
こ
に
生

息
す
る
生
物
や
そ
こ
に
住
む

人
々
、現
地
で
働
い
て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ

等
の
取
組
み
を
実
際
に
見
る・体

験
す
る
こ
と
で
、守
る
べ
き
身
近

な
問
題
だ
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

研
修
後
は
日
本
の
現
状
を
知
ら

な
い
こ
と
に
気
づ
き
、実
際
に
見

る・体
験
す
る
こ
と
を
心
が
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ラ
ム
サ
ー
ル

登
録
湿
地
で
あ
る
日
光
の
戦
場
ヶ

原
に
足
を
運
び
、日
本
と
マ
レ
ー
シ

ア
の
環
境
教
育
を
比
較
し
な
が
ら

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、現
地
で
知
っ
た
Ｐ
Ｃ
Ｍ
と

い
う
当
事
者
の
意
見
を
収
集
す
る

ノ
ウ
ハ
ウ
を
大
学
で
行
う
よ
う
提

案
を
し
た
と
こ
ろ
、即
座
に
採
用

さ
れ
ま
し
た
。冨
岡
丈
朗
先
生
と

の
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で

き
た
こ
と
で
す
。引
率
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
や
研
修
生
と
今
で
も
つ

な
が
り
が
あ
る
こ
と
が
刺
激
に
な

って
い
ま
す
。

斉
藤
桃
子
さ
ん

日
本
大
学 

国
際
関
係
学
部
４
年

“

“

”

”

研修講座
参加者の声

参加者同士の
交流の場にする！

プログラムを
チェック！

ステップアップの
場にする！

研修・講座
活用のハウツー

現地研修地での神村さん
（最前列右端）

現地研修地で地元の方と一緒に
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同一金融機関でのお振込みについては、取り扱い窓口で
お申し出ください。

①独立行政法人環境再生保全機構は、特定公益増進法人に指定
されており、税制上の優遇措置を受けることができます。
②ゆうちょ銀行以外の銀行からお振込みいただく場合には、領収
書が発行できません。領収書の発行を希望される方は、お手数で
すが、地球環境基金部基金管理課（TEL：044-520-9606）へご
連絡ください。

※この他にも、クレジットカードを利用したご寄付や、楽天銀行を利
用したご寄付が可能です。詳しくはウェブサイトをご覧ください。
地球環境基金の情報館　http://www.erca.go.jp/jfge/

■ご寄付口座のご案内　　「地球環境基金」へのご寄付は、下記口座より受け付けております。お振込みの手数料は無料です。

銀行名／支店名 口座番号 口座名称

ゆうちょ銀行 00190-0-664214 地球環境基金

新生銀行／本店 普通預金 0789699

独立行政法人
環境再生保全機構
地球環境基金

三井住友銀行／東京公務部 普通預金 3013615

三菱東京UFJ 銀行／本店 普通預金 7637448

みずほ銀行／本店 普通預金 2413416

りそな銀行／赤坂支店 普通預金 1023850
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地球環境基金をご支援くださった方々
地球環境基金に、平成25年1月から6月末までにご寄付・ご支援くださった方々は下記のリストの
とおりです。個人や企業・団体としてご協力いただいた方はもちろん、様々なイベントを通じて募金
活動にご参加・ご協力いただいた大勢の方々に深く御礼申し上げます。

地 球 環 境 基 金 の サ ポ ー タ ー

●お名前をホームページやニュースレター等でご紹介します。
●一定額以上のご寄付をいただいた方には感謝状を贈呈します。

■ご寄付いただいた皆さまに

〈 感 謝 状 贈 呈 要 件 〉
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株式会社ジェフグルメカード
株式会社ジェフグルメカードは、全国35,000店の大手外食店で利
用できる、全国共通お食事券「ジェフグルメカード」の販売を行って
います。本カードは、住宅エコポイントの交換対象商品となっており、
売上の一部を地
球環境基金へご
寄付いただいて
います。

■
寄
付
者
の
ご
紹
介

アンケートは、このページのアンケートはがき、およびホームページ「地
球環境基金の情報館」のアンケートページ（http://www.erca.go.jp/
jfge/info/publicity/tayori/form.html）において受け付けておりま
す。皆様のご意見・ご要望をお聞かせください。

■「地球環境基金便り35号」読者アンケートにご協力ください

アンケートにお答えいただいた
方の中から抽選で10名様に、
地球環境基金オリジナル・エコ
バッグをプレゼント（応募締切：
平成26年2月末）。当選者の発
表は、地球環境基金のホーム
ページ上で行う予定です。

P r e s e n t

平成25年1月から6月末日現在までに374件、総額964万2,881円のご支援をいただきました。ありがとうご ざいました。

法人は50万円以上または累積100万円、
個人は20万円以上または累積50万円以上のご寄付

ほし

法人は累積10万円、
個人は累積5万円以上のご寄付

みどり

「ほし」が２回以上のご寄付ちきゅう

法人は累積50万円、
個人は累積20万円以上のご寄付

そら

ポケットカード株式会社
ポケットカード株式会社は、紙の減量化を促進するため、ファミ
マＴカードの利用明細をホームページで確認できる「Web明
細」のサービスを提供しています。「Web明細」発行1件につき
2円を、地球環境
基金にご寄付い
ただいています。


